Nigrostriatal dopaminergic dysfunction and altered functional connectivity in REM sleep behavior disorder with mild motor impairment(軽度運動機能障害を有するレム睡眠行動症における黒質線条体ドパミン神経障害と安静時機能的結合変容)<内容の要旨及び審査結果の要旨> by 山田 剛平
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実際 10-15 年かけて 90%の患者が神経変性疾患を発症すると報告されている。パーキンソン病や
レビー小体型認知症の病理学的所見として異常蛋白であるレビー小体の出現が挙げられるが、レ














 当研究の目的として、前述の Braak 仮説の第２段階と第３段階の中間に位置すると推測
される一群を運動機能に着目して検出、軽度運動機能障害（Mild Motor Impairment; MMI）を
有する患者群では軽度の黒質線条体ドパミン神経の機能障害、線条体を含めた運動感覚ネットワ
ークの変容があるかどうかを検討する。 
 対象患者はポリソムノグラフィーで確定診断したレム睡眠行動異常症の患者 23 名（男女







6 つのパラメーターの中で一つでも健常データの平均値―２SD 以下であった場合、MMI がある
と判定した。脳機能の評価として、ドパミントラスポーターシンチグラフィー（DAT SPECT）




CONN functional MRI toolbox を使用し、運動に関連した領域（線条体、視床、運動・感覚に関
連する大脳皮質）の間の BOLD 信号の相関を評価し、機能的結合の増強・減弱を確認した。 
 指タッピングパラメーターと MMI の定義に基づき、8 名のレム睡眠行動異常症患者が
MMI を有した。MMI 群では健常者や MMI を有さないレム睡眠行動異常症患者と比較し、すべ
ての指タッピングパラメーターが有意に低下していた。一方で UPDRS part３スコアの平均値は























異常症患者において、①軽度運動機能障害（Mild Motor Impairment; MMI）の抽出に磁気型センサー
による指タッピング定量評価が有用であるか、②上記の時期に黒質線条体ドパミン神経機能障害は確
認されるか（パーキンソン病移行を支持するか）を検討した。 
[方法と結果]  ポリソムノグラフィーで確定診断したレム睡眠行動異常症の患者 23 名（男女比
12：11、71±4.2 歳）、健常人 20 名（男女比 11：9、70±3.6 歳）を対象とした。磁気型センサー（日
立製作所）により、母指と示指間の指タッピング運動を振幅と速度（開閉時最大速度）を定量評価し
た。DAT SPECT では、関心領域（尾状核、被殻前部、被殻後部）の集積比は（線条体のカウント数－
小脳のカウント数）/小脳のカウント数から算出した。rs-fMRI は CONN functional MRI toolbox を
使用し、運動に関連した領域（線条体、視床、運動・感覚に関連する大脳皮質）の BOLD 信号の相関
を評価した。8 名のレム睡眠行動異常症患者が MMI を有した。MMI 群では健常者や MMI を有さない群




 [審査内容]  約 20 分間のプレゼンテーションの後、主査の飛田教授より、fMRI の基本原理と脳機能
評価について注意すべき点について、後淡蒼球における左右の機能分化の有無についてなどの質問９項
目の質問、第一副査の明智教授より、実験の再現性について、軽度症状と finger tapping との関係につい
てなど 11 項目の質問、第二副査の間瀬教授より、頸椎疾患についは除外できているのか、MMI と比べた
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